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1.序
本稿は，ニイル (A.S. Neill. 1総3..)の教育J!1当面
および実践の歴史的位置づけの訟みの一郎をなすもので
あり，本紀要第18巻1:収録された:a.>cの主主篇である1)。
前篇では，ニイルがサ7ーヒル (SummerhillSch∞1) 
を創役するに至るまでの彼の主張を，他の進歩主義者た
ち，とくに，いわゆる「先駆的学校J(Pioneer sch∞Is) 
と神智学派 (Theosophists)の観論および実践と対比さ
せて考察をすすめた。そして，ニイルは乙れらの学校や
教育家たちと深いかかわりをもっており，また，少なか
らぬ共通の主張ももっていたけれども，次の諸点で彼の
教育級lま異なった特色をもっていた，と結論した。
(1) ニイ Jレは，宗教や絶対的存配を否定する合理主義的
世界観の持ち主であった。
(2) 従って，児童の本性IC究極的な拠り所を求め，きわ
めて急進的な自由教育を主張した。
(3) 資本主義を批判し，教育による箇民の銃剣 ・支配Iζ
反対した。
w あらゆるタイプの知脊1ζ批判的であり，無意識の心
的過程の解放を説いた。
本稿では，第一次世界大戦が終わってから第二次世界
大戦にいたる約25年間におけるサマーヒルの教育実践
を， 他の進歩主~諸学校のそれと比較することによっ
て，ニイルがイギリス進歩主後教育運動の中でどのよう
な位低を占めてきたかを明らかにする乙とが目標であ
る。
2. サマーヒル・スクールの創世と発展
1921年iζ聞かれた新教育連却 (TheNew Education 
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Fellowship)の第一回世界金援に出席したあとドイツiζ
渡ったニイルは，ドレスデン郊外のへレロウで国際学校
1:参加して，外国人部門の2主任者となった。 乙の学校
は.1912年{ζ リトミックの~J始者ヅャック=ダーJレクロ
ーズ (jacques-Da1croze)のために建てられたもので，
ニイルが加わったあと，組織は，リトミ γク銘門(成人
の生徒約ω名). ドイツ入学校(生徒数約1∞名).そし
てニイルの外国人部門(生徒数13名)の三部門となっ
た2)。
ニイルの外国人部門の生徒は，イギリスの子ども5名
(うち 1名は亡命したベルギ一人の子ども)K. ドイ
ツ，ユーゴスラピア，ロシア，そしてハンガリ ーからの
子どもを合わせて計13名であった。乙乙でニイJレは初め
て自分自身の経営する学校をもったわけであり，子ども
自身の自主性と興味を媒介とし，また， 容物による学習
よりも創作表現活動の重視，授業出欠の自由，自治の導
入，心理学的取り扱い (rプライベート ・レッスンJ)な
ど，後のサマーヒル・スクールの基本方針を確立したの
である。
その後，ザクセン地方iζ起った革命のためにドレスデ
ンの町が危険になったため，ニイルはイギリス人の子ど
ものみを連れてオーストリーのチロル地方に移ったの
ち.1924年1:帰国してドー チェスターのライム ・リー ジ
スで学校経営を再開した。現在のサマーヒルという校名
は，乙の学校のあった小高い丘の名まえである。サマー
ヒル・スクールは現在はサフォークのレイストンにある
が，それは，生徒が二十数名にふえて狭くなり.1927年
lζ移転したためである。(ただい第二次大戦中の5年
!凶はウェルズへ疎開した。)
私はかつて.rニイル教育論における自由の概念J3)と
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いう論文の中で，ニイルの教育思想の発展を，三つの時
期IC分けて考案したととがある。第一期は.1918年iζホ
マー ・ー レー ン (Hom町 T.L回 e)IC出会うまでの，
いわば「暗中模索Jの時期である。第二期lま，それから
1937年の 『恐るべき学校』の出版の頃まで，第三期は，
それ以降現在までである。サ7-ヒJレの創設は，乙の第
二期のスタートにほぼ一致するわけであるが.1938年頃
までは，ニイル自身のζとばによれば f問題児期J(the 
problem child era)であって4)• 引き受けてくれる学
校のない「問題の子どもJが多くやってきていた。した
がって，それは，ニイJレが精神分析学派の影響のもと
に，問題児の心理治療にもカを入れていた時期である。
ニイルは. r私の学校の理念は解放である。子どもらの
興味をたんのうさせる乙とである。J5)と宣言して，乙れ
らの子どもを相手rc大胆rc自由教育の実践を始めたわけ
である。そして.1937年には，次のように自負しうるま
でにサマーヒルの運営も軌道にのってきた。
「サマーヒルは一つの実験学校として始められたもの
である。しかし今日においてはもはや実験学校ではな
い。デモンストレーションの学校である。自由が行な
われており，しかもそれが成功している乙とをデモン
ストートしている学校である。j恥
ニイ Jレが乙のように言い切るととができるようになっ
た頃から，彼は問題児の心理治療の意義を絶対視しなく
なり，心理治療よりも自律の生活の重要性をいっそう強
調するようになる。個別的な分析治療に消極的となり，
f愛，承m.そして自分自身の生活をする自由Jrζ全面
的信頼を寄せるようになったわけである。ニイルが自由
を酋ずるときに，問題児の心理的解放から，自治と独立
の生活という積極的な面1ζ重点が移ったとみる乙ともで
きるであろう。特別な分析を拒否した子どもでも，サマ
ヒールの生活の中で次第に問題行動を見せなくなってく
るのをニイルが確認したのが，その最大の理由である。
また，ニイルの教育論IC共鳴して一般の家庭から送られ
た普通の子どもが多くなってきたためでもあろう。教師
とセラ ピストの役割jを兼ねるととは原理上困難である乙
とも明らかになってきた。 さらに， ライヒ (Wilhelm
Reich)の修響も見逃す乙とはできないと思われるわ。
なお，サマーヒルの生徒数は.1幻4年IC5名であった
が.1928~利目立約ω名8). 1934年rcは約70名釦ICふえて
b、る。
3. 進歩主義の綴念と代表的な進歩主義学校
既に述べたように，本稿の目標は，両大戦問時代のイ
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ギリス進歩主義教育の諸実銭とサマーヒル・スクールの
それを比絞する乙とによって，進歩主義運動におけるニ
イルの位置を明らかにする乙とにある。
とζろで，進歩主義と呼ばれるのは，どのような教育
思惣および実践であろうか。また，どのような学校をサ
マー ヒノレとの比較の対象として選定すべきであろうか。
まず乙の点について簡単に考察しておく必要があろう。
アメリカでは進歩主義という乙とばは.1918年lζ 「進
歩主豊島教育協会J(The pr伺 r臨 iveEducation Asso-
ciation.略して P.E.A)が結成されてから，完全なm
民権を得たようである。パーカー (F.Palker)やデュ
ーイ (]ohnDewey)が19枇紀末IC創設した実験学校IC
始まり. P. E. A の結成を経てアメリカの進歩主義は
1920年代になるとさまざまの独創的な教育実践を生み，
特IC小学校や教員養成学校に大きな影響を与えたと言わ
れている。
しかし，一言でアメリカ進渉主義と言っても，それは
単一の明確な教育現論によって指導された逮動ではなか
った。 rデューイは進歩主義の父であった。…しかし，
進歩主義は，厳密に言えばデュ イーの子どもではなかっ
た。JI仰と言われているように，デューイの教育理鎗と
いえども，アメリカ進歩主義iζ対して絶対的な影響力
をもっていたわけではないのである。ブルーパγハー
(John Brubacher) によれば，アメリカの進歩主~教育
家Iζは，大きく分けると，プラグマテイス トと「自然主
義的マロンテイストJの二つの系譜があるという111。
プラグ7 テイストとは，言うまでもなくデューイやキル
パトリック (W.Kilpa肘ck)たちである。 r自然主義
的ロマンテイストJIま，乙れらプラグマテイストの理鎗
よりも，むしろルソーの影響を強く受けて，楽天的に人
間の本性を信頼し，児童の興味と自発的活動を旗印にし
た人たちである。具体的実践の上では，簸解なデューイ
の理由歯よりも，ζれらロマン主義者の主磁の方がよく受
け入れられたと言われている。
イギリスにおいても，いわゆる進歩主義というのは単
一の教育思想ではなく，また，一定の共通のプログラム
に従った実践でもなかった。たとえばメルボルン大学の
セーレ γタ (R.1. W. Seleck)は， イギリスで進歩主
義者と呼ばれる教育家たちの多様性を次のように表現し
ている。
f進歩主護者というのは，特定の町を隊列を組んで
行進している統制のとれた窓際ではなかった。彼らは
ー辿の旅人であり，たまたま歩いているうちにー絡に
なっただけであり，彼らの結束はゆるやかなものであ
沼:教育史におけるニイルの位置 -203--
った。彼らは皆が同じ町をめざして進んでいるわけで
はなかった。また，途中から迅速れになってくるもの
もあれば，脇へそれで行ってしまうものもあった。し
かし，彼らは少なくとも一時期は同じ道を歩いたので
ある。J12)
イギリスの進歩主義における，又なったタイプの教育
家たちの「ゆるやかな結束jは，新教育連盟の指導者の
I自の教育観や世界観の多様性に，最も象徴的IC現われて
いる。たとえば， ζの組織の結成のために最も大きな寄
与をしたエンソア夫人 (BeatriceEnsor)は，神智学派
の指尊者であったのに対し，彼女と共κその機関紙
(The New Era)の編集をしたニイルは， I正に触れた
ように，宗教教育を認めず，むしろ激しく非難した人で
ある。このような「ゆるやかな結束」は，かえって広範
で持続的な組織の存続を可能にしたと言えるであろう。
というのも，理論をっきつめれば対立や分裂を招くのが
普通であるからである。それはともかく，進歩主義者と
呼ばれる教育家たちは，彼らの思想の根本的相違の存在
にもかかわらず，一定の共通の傾向をもち，類似した目
線めざして共同の努力をしたのである。あるいは共同は
しなかったにしても，少なくとも[同じ道を歩いたjわ
けである。
では彼らの主張や実践に見られる共通の傾向とはどの
ようなものであろうか。先のセーレックによれば，イギ
リスの教育改革者たちが好んで用いたのは， i個性Ji自
由Ji成長」などのζとばであるが，彼らの具体的実践
に共通している特色は，教師 ・生徒関係の改善と， 一斉
授業の廃止または縮少であるという 13)。 前者は，教師
の織威の行伎を少なくして，生徒に行動の自由を大幅に
認めようとするもので，当然また，体調の禁止，自治の
採用なども含まれる。一斉授業iζ対する批判は，ダルト
ン・プランなどの個別学習の導入，学校内での試験の廃
止をもたらし，教授内容に関しては，創作表現活動に以
前よりも多くの時間がきかれるようになった。
スカイデルスキー (R.Skidelsky)は，イギリス進歩
主設の発展をあとづけて，第一次大戦以前の「新学校j
は，主として教綬内容を子どもの生活経験と結合する乙
とに努力したのに対し，戦後の20年代の「新学校Jは，
個人主義を前面におし出してきたと述べている。彼はさ
らに，乙れら進歩主義の諸学校の共通の特色として，俊
業の改革(カ リキュラムの鉱大と教授法の改良)，あそ
びの監視，男女共学，生徒による自治の導入の4つを挙
げているl引。
スチュアー卜 (W. A. C. Stewart) は，イギリス進
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歩主義教育ー を，伝統的なバプリック ・スクールに対する
批判としてとらえ，その一般的特徴として次の三点を指
鏑している15)。
(1) カリキュラムの改造 (古典的教科目を整理縮少し
て，現代語，科学を取り入れ，創作表現活動を重視す
る〉
(2) 教授法の改革iζ関する実験や研究
(3) ヒューマニスティ γクな人間関係(特IC教師・生徒
関係において)
以上3人の指摘をまとめれば，イギリス進歩主義教育
とは，19世紀末から今世紀の前半に現われ，教授内容の
拡大と教授法の改革および，教師の権威の絡少と児童の
興味，自主性の尊重などを主要な特色とした，さまざま
な教育忠忽および教育災践の総称である，と言ってよい
のではないだろうか。
第1次大戦から第2次大戦にいたる，いわゆる両大戦
闘時代κ，上のような特色をもっていた代表的な学校と
して筆者が選びだしたのが表lの18校である。乙れらの
学校を，乙の時代の典型的な進歩主義学校の実&'lJとして
選定した規準は次のとおりである。
(1) 上記の進歩主義教育の諸特徴を明確に示しているζ
と。
(2) 1930年までに設立された学校IC関しては，1934年に
編さんされた TheModern Schools Ha悶dbookl6)
の中で，進歩主義教育の実績をあげている学校として
紹介されている22校の中に入っている乙と。
(3) イギリ ス進歩主義教育の歴史iζ関する著舎，および
一般の教育史の中でしばしば言及されている乙と。
(4) 学紋生活のほlま全容を推測するのに十分な資料がま底
者の手許にあるとと。
したがって，進歩主義的教育を実施していた乙とが明
らかであるにもかかわらず，表1から除外された学校も
ある。たとえば，本織の前錆〈本紀要第18巻〉で， i先
駆的学校Jのひとつとして言及したクレースモア ・スク
ールiま，校長のディヴァイン (A.Devine)が1927年lζ
病1ζ倒れて経営不振に陥り， 1935年には，いったん閉鎖
するにいたっている。スーザン ・アイザクス (Susan
lsaacs)は，1924年に開校された有名な実験学校 (Mal-
ting House School)において児童研究K成果をあげた
が，4年後 (1927年)には創立者との衝突のために身を
ひき，翌年同校は閉鎖されてしまった。ホーマー・ レー
ンの影響を受けてマックマン (NormanMacMunn)の
経営していた孤児のための学校 (TiptreeHall School) 
は， 1924年にはイタリアへ移転してしまい，7 ックマン
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表-1
学 校 名 |雌|間|吋適(年) 年令の別 創立;者，または著名な校長
ノマドミントン
1・ (Badminton) 1858 .A. 
アポッツホルム
2・ (Abbotsholme) 1889 ム
レイト ン・ノfー rクk 
3・ (LeightonPark) 1890 ム
ベBデedイJレズ
4・ (Bedales) 1893 
。
キング・アJレフ レッド
5・ (KingAlfred) 1898 
。
フTァーム・ハウス
6・ (TheFarmhouse) 1917 A 
ガーデン
7・ (TheGarden) 1917 .A. 
8 ベンブbリriッdgジe) (Bem 1919 ム
9 セントC・hクriリストー7 7ー
(St. Christopher) 1919 
。
サ(マーヒル10. 'J(Su~;-;'~hill) 1921 。
フレンシャム・ノ、ィッ
11・ (FrenshamHeights) 1925 
。
ダ(ー ティントン ・ホー ル
12・ DartingtonHall) 1926 。
ビーコン ・ヒル
13・ (BeaconHill) 1927 。
14 ブライアンストーン
(Brya.nston) 1928 ム
ゴードンストーン
15・ (Gordonstoun) 1934 1込
16 キJレクフ 7ニティ ・ハウス
(Kilquhanity House) 1940 
。
モンクトン ・ワイJレド
17・ (MonktonWyld) 1940 。
18 ウェニントン
(Wennington) 1940 
。
はその翌年に死亡していた17)0 St， Mary's Town and 
Country Schoolは，その起源は1930年代 (1937年)に
まで逆のぼって求めるζ とができるし，また，今日たし
かに進歩主後学校のひとつであるけれども，現在のよう
な組織になったのは第二次大戦のあとの乙とである。
ζの他1ζ注目されるべき学校としては， シンプソン
(1. H. Sim戸on)の学校 (RendcombSch∞1) ，プル
ムー (A. Bloom)の学校 (St.Green-in-the-Field 
Sch∞1) ， ドイツ人で人智学 (Anthroposophy)の創始
者シュクイナー (RudolfSteiner)の思想、を受けついだ
幾つかの学校などがある。また，公立学校では，オニ-
Jレ(E，F， O'Neill)がラ ンカシャーのプリス トルの小
学校で行なった新教育が特によく知られている。
と乙ろで，表lIC挙げられた学校はいずれも私立学校
である。オニー ルやアロウスミス(JohnArrowsmith) 
181，フィンドレ ・ージョンソン (M.Findley-Johnson) 
4-18 
8-18 
12-18 
6-18 
3-18 
7-18 
3-18 
7-18 
5-18 
3-18 
5-18 
2-18 
2-18 
13-18 
13-18 
5-18 
9-18 
11-18 
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寄宿+
通学 B.M. Baker (校長 ;1911~1946年)
苦手宿 Cecil Reddie 
寄宿 The Society of Friends (クエーカー教徒)
寄宿 1. H. Badley 
通学 John Russel (2代目校長 ;1901~1920年)
寄宿 lsabel Fry 
寄宿 E. W. Nichols & M. A. Ormrod 
苦手宿 1. H. Whitehouse 
寄宿+
通学
The Th切 sophicalEducation Trust 
(神智学派)
寄宿 A. S. Neil 
寄宿+ The Theosophical Education Trust 
通学 (神智学派)
寄宿+
通学 W. B. Curry (2代目絞長 ;1931~1957年)
寄宿 Bertrand & Dora Russell 
寄宿 T. F， Coade (2代目校長;1932~195'併干)
寄宿 Kurt Hahn 
寄宿 John M. Aitkenhead 
寄宿 Carl & Eleanor Urban他
容寄 Kenneth & Frances Barnes 
19)などの先駆的な業績もあったけれども， やはり，私
立学校が行なったような大胆な実験は不可能であった。
それは，公立学校のシステムの中では，文部省や地方教
育当局による拘束がきびししまた父兄からの圧力の大
きかった乙とが最大の原因であろうが，さらに次のよう
な原因も考・えられるであろう。
(1)通学制の学校では，教授内容や教授方法IC関しては
改革をすすめる乙とも比較的容易であるとしても，自
治の噂入とか相互簿敬の原理による共同生活の指導と
かの領域では不利である。(表1で挙げられた18校の
うち寄宿制を採用していないのはキング・ アノレプレッ
ドl校のみである。)
(2) 経済不況のため，施設や教師が不足して，とても新
しい方式を試みる余裕がなかった。とくに， 1920年代
のはじめには「ゲディスの斧J (Geddes Axe)と呼
ばれる予算削減政策のために，教育制度:の改革は棚上
掘 :教育史におけるニイルの位置
げにされ，教日の給料は引き下げられた。歴史家テイ
ラー (A.J. P. Tayor)は，rゲディスの斧は，教育
をいちばんひどく荒廃させた。J20lと往いている。
(3) 有名なハドウ報告書 (TheEducalion o[ the Ado-
lescenl)は，中等教育の拡充を勧告しているが， 11才
で三種の異なったタイプの中等学校Iζ分れるという基
本構想は.受験教育を初等学校1ζ要求する乙とになっ
たとも宮える。
(4) イギリスの教師は伝統的教育を受けたものが多く，
その保守性.を克服するのは容易ではなかった。
進歩主選者ーたちの主強が公立学校へも影響を与えたで
あろう乙とは，文部省刊行の教師用『手引き容』の中K，
彼らの主張と額似した内容が盛られるようになってきて
いる乙とからも推測できる。たとえば， 1927年の『手引
き容jの中には， r自由表現が年少の子どもの教育のキ
ィ・ノートであるのと同様に，自己教育が年長者のカリ
キュラムのキイ・ノー トとなるべきである。J21l という
ような一節が見出される。また，1962年になると，進歩
主義の指導者の一人であり，ダーティントン ・ホールの
校長であったチャイルド (H.A. T. Child)などは， r初
等教育の年令段階では，進歩主義の運動が勝利をおさめ
つつある。J22l と断言しているくらいである。 しかし一
般的には，先のような恕自のために，進歩主義教育の災
践を徹底できたのは，やはり私立学校においてであった
と言えよう。(もっとも，乙れは，イギリス進歩主義が.
苅い授業料を払うととのできる中統以上の綬によって支
えられているという乙とであり，強味であると同時に，
致命的な欠陥であると息われる。しかし，本稿では乙れ
以上論じない。〉
また，実際1[.自分は学校の経営はしていないが，進歩
主義教育の推進者となった人も少なくなかった。クック
(Caldwel1 C∞k)，ホームズ (EdmundHolmes)，ナ
ン (SirPercy Nunn)などである。 たしかに進歩担主義
教育をili渉主義学校iζ限定するのはー函的とのそしりを
免れないであろう。しかし，彼らの思想、はいろいろな学
校教育の実際1[，反映されているであろう。また，進歩主
畿というのは「ゆるやかな結束jによって結ばれた，さ
まざまのグループによって支えられていたというととを
思いおとすなら，進」炉主義教育運動におけるニイルの位
置をさぐろうとする本稿の目標を追究するためには，教
育忠;¥l.tのレベルよりも，まず具体的実践のレベルで考察
をすすめるのが適当であろうと思われる。
以上に冶じてきた乙とから，表1でさ詳げられた諸学校
の実際の教育活動と，サマーヒル ・スクールのそれとを
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比較する乙とによって，イギリス進歩主義の歴史におけ
る，ニイJレのおおよその位置を明らかにする乙とが可能
になると考えてよいであろう。
4. 進歩主緩学校の教育の実際
君主1K選び出された18校の教育を比較するための資料
は， 1934年1[.出た TheModern. SヒhoolsHandbook1創
(前出)，およびその続篇とも言うべき TheIndeteト
dent Progressive School22l，筆者が各校から取り寄せ
た趣意お，生徒募集嬰項などの印刷物，および，スチュ
アー トなどによる進歩主豊島教育の研究笹等である。乙れ
らの学校の中には，時代とともにその教育方針に変化の
見られるものもあるので，乙乙ではできるだけ193Q;年代
の実践を比較するように努めた。
まず，進8主主義数脊の第ーの特色である教授内容の鉱
大1[，関する比較から始めよう。いわゆるパブリック ・ス
クールをはじめ伝統的なグラマ ・ー スクールでは，その
名称からも抗t測しうるように，文法，ラテンZE，ギリシ
ャ語などが主要な教授内容となっていた。それに対して
進歩的争校は，古代語のかわりに現代語を取り入れ，ま
た科学を導入し，さらに美術，工作，劇，音楽などのい
わゆる創作表現活動Kカそ入れるようになった。表1の
18校を，伝統的教科中心のカリキュラムから，創作表現
活動をf直視するカリキュラムにいたる4段階1[.分けて型監
理したのが表2である。
表-2
1.吉典T?の伝統的カリ I(バプリ Yク・スクール)
..，.・よ.ノ .. 
?? ? ??????， ， ???ッ
?
? ?
、
?????
?
??????????ュ?
??
知的教科と創作表現活
3.動jζ同等の重要性をお|ベデイルズ他13校
く
4.創作表現活動の方を窓|サマーヒル，キルクファニ
視 |ティ・ハウス
言うまでもなく，1-.. 4の段階は量的な差によるもの
であるし，また同じ3の中にも程度の差はある。たとえ
ば，ベンブリッゾやブライアンストーンは21[.近く，ビ
ーコン ・ヒルとウェニントンは41[.近い。いわゆるアカ
デミックな教科よりも創作表現活動を重視するとはっき
り立Z・しているのは，サマーヒJレとキルクファニティの
2絞のみである。
表2では， 18校中14絞までが，知的教科と創作表現活
動1[.同等の重きを泣く(あるいは少くともその方向を目
( 55 ) 
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ざす)というカテゴリ ーに入ってしまう。そとで，教授
内容の「進歩性J(=伝統学校からの離反の度合い〉を
うかがう手掛りのひとつを与えると思われる宗教教育に
ついても，同じように4段階1:分類してみた。(表3)
表-3
1.特定宗派の宗教教授お I(パブリック ・スクーJレ〕
よび礼拝 |ブライアンストーン
2.特定宗派1:は関係のな|バドミントン，アボッツホ
い礼拝など I )レム，レイトン ・パー ク，
ベデイ Jレズ，フ ァームハウ
ス，ガーデン，ベンブリッ
ジ，セント ・クリストーフ
ァー ，フレンシャム ・ノ、ィ
ツ，ゴー ドン・ストーン
3.礼拝等はないが，宗教|ダーティントン ・ホー ル，
についての授業や議論|ピーコン ・ヒル，ウェニン
は行なう |トン
?
?
?
? ??
??
????????
?
?
???
?
?
?
?
?
?
?
? ?
???????
?
??????
?
宗教教育に関しては，大部分の学校が特定の宗派に拘
束されずに，簡単な礼拝，ミサ，講話などを，朝または
夕方，そして日曜日に行なっている。礼拝等をしない学
校は，キング ・アノレフレッドを除けばすべて， 1920年代
以降に開校したということを指摘しておきたい。
次lζ教授法および教授の形態について概観してみる
と，個別指導方式が，多くの進歩主義学校でも何らかの
形で採用されている乙とに気づく。つまり，個人指導が
行なわれているかどうかは，乙れらの学校における「進
歩性Jの大小の判断の基準とはならないのである。ま
た，パブリック ・スクーJレその他の伝統的学校で広く行
表-4
I/'{ドミントン，レイトン ・1.主としてクラス単位の ||マー ク，ベンフリッジ，ウ時間割による一斉授業|
tェニントン， (ノマプリック
スクーJレ)
??
?
???
????。 ?
???
????? ?? ェ??? アボッツホJレム，ベディJレ
ズ，キング・アルフレッド
ファーム ・ノ、ウス，セント
・クリストファー，フレン
シャム ・ハイツ，ダーティ
ントン・ホー)v，ブライア
ンストーン，ゴードンスト
ーン
?????????
??
，
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
??
????? ??? ????
??
? ?
?
?
???
?
?
?
?
なわれているような試験による競争を廃止している点で
も，ほとんどの進歩主義学校は共通している。(アボッ
ツホJレムとレイトン ・パークではいくらか存続) そζ
で，クラスやグループ単位で行なわれる教科の授業が，
それぞれの学校でどのようになっているかに着目して分
類したのが表4である。
ただし，乙の表における 3および4のカテゴリーに入
る学校が，新しい教授法の採用に消極的であったと言う
わけではない。また， 21:1liiする学校の方が授業のやり
方において劣っているというわけでもない。しかし，伝
統的なグラマー ・スクーJレ型の学校からの離反という視
点から見れば，新しい教授法の導入にとどまった学校よ
りは，授業への出席の義務を軽減あるいは全廃した学校
の方が，より急進的であると言ってよいであろう。
ニイ JレのサマーヒJレは，創立当初から授業への出欠は
全く生徒の意志にまかされていた。しかし，パートラン
ド・ラッセノレ夫妻のビーコン ・ヒルの場合は，最初は必
修であったのが，夫人のドラの説得によって任意制に変
えられたね〉。 キルクファニティは，創立当時はサマー
ヒlレの方式を全面的1:踏襲していたが，その後，生徒が
一旦選択して出席を決意した場合は，引き続き出席を求
めるようになってきている%、
次に問題となるのは，教師の権威の縮少という進歩主
義のもうひとつの特色である。乙のようなインフォーマ
Jレな事柄をいくつかの段階に区分するのは困難である
が， 一応の目安になるものとして，自治と，生徒に与え
られる訴の形態をとりあげてみたい。
まず罰であるが，生徒が学習に関して何かの罰を受け
るという乙とは，進歩主義学校ではほとんどないであろ
う。進歩主義学校で生徒に罰が加えられるとすれば，そ
れは主として，校内のさまざまの規則に違反した場合で
ある。パブリック ・スクーJレでは，教師およびその代理
人としての級長 (prefect)がムチで打つことを許されて
いたけれども，進歩主義の学校では体罰の廃止をはっき
り宣言している学校が多い。さらにすすんで，教職員が
個人的に罰や制裁を加えるのをやめ，生徒と職員の共同
体全体による規制IJ(全学集会で取り上げるなど)を基本
方針としている学校もある。(表5) サマーヒルは言う
までもなく後者であり，教師が教師であるがゆえに賦与
されている権威というものを認めていなし、。仮りに一人
の教師が生徒に文句を言うとすれば，それは，ともに共
同体に属する成員の一人としてである。換言すれば，サ
マーヒルでは，教師が生徒1:腹を立てる乙とはあるかも
知れないが，叱責したり説教をしたりすることはないと
( 56 ) 
表-5
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????????
?
???? レイトン ・ノマーク，ベディ
ルズ，キング・アルフレッ
ド，フ7ーム・ハウス，ベ
ンブリッジ，セント ・クリ
ストーファー，フレンシャ
ム.，、イツ，ウェニントン
????
?
?
?
?
?
? ? ??
??
??
?
? ? ????
?
?
???
?
?
??
?
???
???? っ?????????
言えるであろう。
ある学校の教師のもつ権威がいかなるものであるか
は，その学校の採用している自治 (Self-government) 
の比較からも推測できると思われる。いわゆるバプリ γ
ク・スクールlζおいては，自治をとり入れていることは
務であるが，進歩主義学校はほとんど何かの形の自治組
織をもっている。しかし，それぞれの学校の採用してい
る自治には少なくとも2つのタイプがある。そのひとつ
は，教師の指導する限界内での狭い自治である。乙の場
合は，討議や決定する司王柄が限られていて，校長は拒否
権を鑓っており，また，校長fC対する単なる諮問機関の
性格しかもっていない乙とが多い。自治fL参加するのは
12. 3才以上の上級生fL限られる乙ともある。もう一方
は，すべての教職員と子どもが対等の権利をもって出席
するもので，子どもの行動を規制する校則やいろいろな
行事などのほとんどが討鍛される。しかし，学校の経営
lζ関する問題や，子どもの健康，安全にかかわる問題
は，校長や教職員の継限fC属する。なお，一層徹底した
自治として，学校経営への生徒の多加という乙とも，理
念としてはありえない乙とはないであろうが，実際はそ
のような自治を行なっている学校は1校もない。
表-6
1. 自治ほとんどなし レイトン ・ノマー ク，ブライ
アンストーン，ゴードン ・
ストーン，ウェニントン
(パブリック ・スクール)
アポッツホJレム，キング・
アルフレッド， ベディノレ
ズ.7 7ー ムハウス，ガー
デン，ベンブリッジ，セン
ト・クリ ストーフ7一， フ
レンシャム ・ノ、イツ
??????????????
3，教師と生徒の対等多加|サマーヒル，ダーティント
ン・ホール，ビーコン ・ヒ
ノレ，キJレタフ 7ニティ ・ノ、
ウス，モンクトン ・ワイ Jレ
ド
表6でウェニントン ・スクールが. r自治ほとんどな
しJIC分類されているのは，本稿の取り扱う時代におい
ては，同校は「校長の独裁制Jをしいていたからであ
る。 その後，学校巡営が次第に軌道fL乗るにつれて，ウ
ェニント ンはあらゆる函でダーティ ントン ・ホー Jレやモ
ンクトン ・ワイルドに近づいてきている。ダーティン ト
ン・ホールでは，形式上は校長fC拒否継が認められてい
る。しかし.26年間同校の校長を勤めたカリー (W，B，
Curry.在職 ;1931-1957年)は.r私は実際には一度も
それ(拒否縦)を発動した乙とはないし，また，それを
ほのめかしたζ ともない。J2S)と言っている。
ニイJレは，サマーヒル設立以前から徹底した自治の構
忽をもっており，キング・アルフレッド在職中に乙れを
試みたが，他の職員らと衝突し，ついに辞職するに至っ
ている26)。しかし.r子どもらが，その集団生活を自分
たちでまったく自由に治めてもいいのだと感じる位でな
ければ，本当の自治は進歩しない。.....私の見解では，
週一回の全校集会は，その一週間lζ学習した学科目全体
よりももっと価値がある。J27) と考えるニイルは， ドイ
ツの国際学校でさっそくこれを取り入れた。そしてそれ
以来，年長生の激減したわずかの年月を除いて，すべて
の大人と子どもが対等の発言継と投繋槌をもっ自治制を
貫いてきているのである。なお取り上げられる議題は，
校内の規則の制定および改廃，規則違反者の取り扱い，
校内のさまざまな問題の処理，一般的な議論などであ
る。
5. 進歩主義教育の二つのタイプ
以上，進歩主義諸学校の教育の実際をいくつかの領域
fC分けて考察をすすめてきた。もとより，ととで取り上
げた領域だけで十分というわけではない。たとえば，性
教育や自由時間の多少なども比較の対象として取り上げ
てよいと恩われる。また，教師の権威の鎗少および生徒
の興味と自発性の尊重というようなインフォー 7)レな問
題は，授業の形態や自治と拐の形式の比較だけでは不十
分であろう。さらに，比較の対象となった各領域におけ
る段階区分も検討の余地があるかも知れない。しかし，
これまですすめてきた比較考察から，イギリスの進歩主
袋路学校の「進歩性Jの程度(=伝統からのlIE縫あるい
は隊反の度合い)にも，かなりの差のある乙とが明らか
になってきた。表2~表 6 に多少手を加えて . r進歩性」
の大小を図示してみたのが図1である。(乙ζで再び注
意して頂きたいのだが，乙乙IL雲う「進歩性jの段階区
分は，あくまでも，伝統的学校の実際の教育からの続脱
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動)によって進歩主義学校の特色も示しているが，同時
に伝統的なパブリック ・スクールの方式も踏襲している
のである。
今もし， 表1で挙げられた18校を同一線上に並べて，
バブリック・スクーJレを右翼と呼び，もっとも反伝統的
な学校を左翼と呼ぷ乙とが許されるなら，ゴードンス ト
ーンなどの右派進歩主義学校から，サマーヒ1レなどの左
派進歩主義学校の聞に，その他の諸学校が並んでいると
言ってよいであろう。中央には，ベデイJレズをはじめと
して， フレンジャム ・ハイ ツ，ファームハウス，セン ト
・クリストーファーがあり，レイトン ・パーク，ベンブ
リッジはゴードンストーンなどとともに右派である。こ
れら右派進歩主義学校は，いずれも例外なしノマプリッ
ク・スク-)レの伝統である「級長制J(Prefect system) 
を採用し，また，ベンブリ ッジ以外ば「強制的(必修)
ゲームJ(compulsory games)を残している。進歩主
図 1
( 58 ) 
の程度を表わすのであって，それ以上の価値判断は含ま
れていない。)
図 1には煩雑さを避けるために，特色のある7校のみ
が取り上げられている。図の右端が古いタイフ。のパブリ
ック・スクーJレに相当する。もっとも， ζの図は未完成
であり，最終的なものとするためには今後いくらかの修
正が必要となるかも知れない。ζの図から容易に判断し
うるように，サマーヒ )1ノとキルクファニティ・ハウスが
すべての側面で，最も徹底して反パブリック ・スクール
的教育を実践しており，ベデイ Jレズは，すべての領域で，
パブリ ック ・スクーJレとサマーヒルの中聞に位置してい
る。それに対して，ブライアンストーンとゴードンスト
ーンの2校は. 1， 2の領域でベ、ディルズと痛を並べて
いるにすぎない。すなわち，ブライアンストーンは，一
種の徹底したダルトン ・プランの実施によって， またゴ
ードンストーンはカリキュラムの拡大(とくに課外活
掘 :教育史におけるニイルの位置 -2ω-
議学校と呼ぶには余りにも伝統的である。アボッツホJレ
ム，バドミン トンの2校も右派1<:属すると言ってよいで
あろう。事実，これらの学校には，自らパブリック・ス
クールの一種である乙とを認めているものが少な くな
b、28'。
ダーティントン ・ホー ル，ビーコン ・ヒJV.モンクト
ン・ワイルドの3校は左派に属すると言えよう。 ζれら
3絞の中ではビーコン ・ヒルが最も急進的である。ピー
コン・ヒルはパートランド ・ラッセJレ夫妥が自分たちの
子どもの教育のために創設したものであるが，乙の学校
をきわめて急進的にしていたのは，前にも触れたとお
り，ドラ・ラッセルの教育観である。(ニイルは.r問題
の親』の中で，英国中で完全な自由を認めているのはラ
ッセル夫妻の学校とサマーヒルだけである，と書いてい
る。)29'
さて，乙れら左派進歩主後学校を検討してみると，さ
らにいくつかの興味ある事実が見出される。
まず，学校の規模を比較してみると，今仮りに左派il
歩主義学校と呼んだ5校の平均生徒数は54名である。こ
れに対して，その他の学校のうち，生徒数の判明してい
るもののみの平均は3倍近くの148名となる。上記5校
では，いずれも教師と生徒が同等の発言織と投票t涯をも
って一堂に会する全学集会を自治の中心にしているが
(ダーティントン ・ホールは最初は代議制からスター
ト). ζれを可能にしているのは，やはり規模が小さい
ζ とであると言えよう。また，ζれら5校はいずれも男
女共学であり，しかも， モンクト ン・ワイルド以外は，
年少の子どもも生徒としている。 乙のように，小規模
で，しかも男生徒と女生徒，年長生と年少生が一緒iζ生
活している学校であるがゆえに，家庭的雰閲気を作りIt
す乙とが可能であり，また子どもに大幅に行動の自由を
認める乙とができるように思われる。
次1<:.ζれら5校の創立されたのが，いずれも1920年
代以降である。 乙のととも， 乙れら5校を急進的なもの
にしている原因のひとつではないかと思われる。多くの
歴史家は，それまでの歴史iζ例を見ない悲惨な大戦は，
伝統的な世界観lL対する深い償疑の念、を生み出したと指
摘している。トムソン (D.Thomson)によれば，第一
次大戦が終わったとき，人々が好んで用いたのは f再
一一jという接頭辞であった。人々は戦前の平和な(と
忠、われた)時代を再び回復する乙とを夢見たのである。
しかし，第二次世界大戦はそれまでのような現役の軍人
だけによる戦争とは全く質の異なったがIしい型の戦争，
すなわち，国家の総力をあげて戦わねばならない長い
( 59 ) 
「全面戦争」 であった。そして， それが終わったとき，
多くの人々は，その戦争から得たものは何もなく，また
古い秩序は最早や回復され~~ないと感じたのである30】。
第一次大戦は，また多くの人々に楽天的進歩史観1<:対
する懐疑の念を抱かせ，伝統1<:対する信頼を失なわせる
大きな要因となった。また，理性(あるいは科学)に対す
るパラ色の信仰をゆるがし，人間の行動を規定する非合
理的側商，すなわち本能，感情，無意識などに人々の目を
注がせるようになった。乙の傾向を強めたのはフロイ卜
の精神分析学である。 スチュアートは，大戦後の進歩主
義に共通に見られる大きな特色のーっとして，フロイト
の心理学の影響をあげているが，乙れは左派進歩主義に
おいて殊1<:著しい31)。ニイルが精神分析の影響を受け
たととは，今さら繰り返すまでもないが，ニイル以外の
左派進歩主連主の教育家は，いずれも子どもの感情を震観
する立場をとっている。たとえば，ドラ ・ラッセルなど
も. i...情緒的衝動はすべての努力と精神集中の基礎
であり，もし，乙乙ろの奥深く治む悩絡がお藤状態にあ
るなら，表面的な習慣形成はほとんど純益であるJ32'と
力説している。
乙のように伝統を批判し，また知性や科学tζ対して絶
対的な信頼をもたない左派進歩主義の教育家は，宗教の
教義や普遍妥当的真理といったものに関心をもたず，学
校教育の中へそれらをもち込む乙とを拒否する傾向をも
っている。彼らは，伝統的価値を伝述する ζ とや永遠の
法J{IJを問、職させる ζとをfi否し， むしろ，創作表現活動
や自主的行動を媒介として，一人一人が自らの生を引き
受け，窓欲をもって生きる態度を育てていくように間接
的Iζ教育する。
と乙ろが一方，右派進歩主義および中聞のおだやかな
進歩主義の学校は，何らかの普遍妥当的真理や客観的永
続的価値を認めるという点で一致している。(キング・
アルフレッ ドだけが特殊な例外である。)若干例をあげ
てみよう。
「われわれは形式的な宗教教育はしない。しかし，
聖書の綬業やミサは，感情と反省を通して宗教的価値
(それは-_e_理解されるとその後の人生の核となる)
を発達させる乙とをめざして行なわれる。J3'(ベデ
イルズ)
「自由とは客観的法見IJへの服従である。J34'(アポ
ッツホJレム〉
「われわれのめざす自由は，知的かつ宗教的なもの
である。J35' (フレンシャム ・ハイツ)
宗教の怠義を認めるこれらの学校では，何らかの形の
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宗教儀式が行なわれ，また宗教に関する教授 (特に~容
鰐続)が与えられている。また，客観的永続的価値を秘
めるがゆえに，古典的教科の授業もかなり残されてお
り，新しい教授法の導入はしていても，授業!C出る ζと
は義務となっている。また，授業以外の領域でも教師は
大きな権限をもっている。
乙のように見てくると，ζれらの学校の教育家とニイ
Jレやキルクフ 7ニティのエッケンヘッ ドのような急進的
進歩主義者とは，むしろ質的に異なった教育思想にもと
づいて自己の学校を創設し逮営していると言えるであろ
う。つまり，右派進歩主室長と中間派の(妙な乙とばだ
が)進歩主義との間にある教育観および実践の相違{ま量
的な相違(すなわち程度の差)と言ってよいが，左派進
歩主義と中閣の進歩主:ilの相i釦ま質的なものと見てよい
のではないかと思われる。
なお最後に，左派進歩主義の教育家たちの政治思惣お
よび社会観にも触れておきたい。ニイ Jレが，資本主義体
制に鋭い批判を浴びせていたことは冒頭に述べたとおり
である。 (乙の論文のとり倣う時代tζ舎かれたものの中
では. rスコット ランドの教育』および『問題の教師』
において，資本主義社会に対する批判がもっともあらわ
となっている。)ニイルだけでなく左派進歩主義の教師
の多くは，革新的思懇の持ち主であったと言ってよい。
ラッセル夫妻は共iζ労働党から立候補したととがある
し，モンクトン ・ワイルドの教師は社会主義者であると
白街、している。またエッケンヘッドは良心的兵役拒否者
である。
しかし，彼らの革新思想 (あるいはそれへの同情〉
は，個人あるいは小グループによる学校経営として現わ
れ，全体的な国民運動とは必ずしも結びつかなかった。
乙れがイギリス進歩主義の限界であったと思われるが，
稿を改めて論じる乙とにしたい。
6.結論
とれまでの考察の結果，両大戦|討時代のイギリス進歩
主義!Cは二つの大きな系統があったと言えるであろう。
ひとつは，パブリック ・スクールの伝統の一部を保持し
つつ，新しいカリキュラムや教授法，さらに一定限度内
での生徒の自治などを取り入れ，教師・生徒関係の非権
威主義化にも努めた学校である。乙れらの学校は，恩忽
的には宗教や客観的永続的価値を認めたという点で，広
い意味で理想、主義的進歩主.&と呼んでもよいのではない
かと思われる。
もう一方の学校は.192併手代以降lζ創立された小規筏
(ω ) 
の家庭的雰囲気をもった学校である。乙れらの学校は，
授業内容および方法の面でも， また，イ ンフォーマルな
生活指導的な而でも，理想主義的進歩主義よりもはるか
に反伝統的であった。これらの学校は，宗教や絶対的価
値を認めず，子どもの本性 (nature)に深い信績を寄せ
るという点で，仮りに自然主義的進歩主義と呼んでもよ
いであろう。
ニイJレ{ま， 乙れら二つのタイプの進歩主義教育のう
ち，より急進的な自然主義的進歩主義lζ属し，しかも，
その最も急進的江指導者であったと言えよう。たとえば
ロス (1.S. R儲 )はニイルを f自然主義の完全な実
例Jとみなしている38)。 彼は批判的立場からニイルを
ζのように呼んだのであるが，少なくともとの呼び方は
妥当であると言ってよい。(最近ニューヨークで出版さ
れた『サマーヒJI..是か非かJ39)の中でも，ニイルlζ対
する最も激しい非難は，ニイルの自然主義的傾向Ir向け
られている。)
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Summary 
We ωn find two types in the so-called progressive schools in Britain， when we compare their 
daily life， One is what may be called the naturalistic progressive school， and the other the idealistic one， 
While an idealistic progr鎚sivesch∞1 is rnoderate in iぬ alaspects， an naturalistic one is more radical 
in gen釘宮1.In other words， the latter has more distance from public schools which every progr続出ve
educationist is critiα1 of 
A. S， Neil of Surnmerhill School has been the most radical of the more radical type of progres-
sive educationists 
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